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Clebopride Malate (LAS)の胃潰瘍に対する治療効果
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７施設において，内視鏡的に診断された胃潰傷

75例で，うち男58例，女17例である。年齢分布

は17～76歳で，平均４９．８歳であった。外来・

入院別では前者が34例，後者が33例とほぼ同数

であり，外来。入院の両方にわたるものが８例

あった｡､潰傷歴をみると，初発が38例，再発が

37例であった。病悩期間は，４週以内が39例と

最も多く，８週以内12例，６カ月以内８例，１

年以内７例，１年以上９例となっている。噌好

品に関しては，喫煙するものが56例，しないも

のが19例，一方，飲酒については，するものが

40例，しないものが35例とほぼ同数であった。

治療前の潰傷のstage分類では，Ａ２が75例

中41例と最も多く，Ａ１が20例，Ｈ,が14例とな

っている（表２）･．潰傷数では単発が69例，多発

が６例であり，潰傷の大きさ別では５～15ｍｍ

の中等大のものが49例と最も多く，３０ｍｍ以上

の巨大漬傷が５例あった。発生部位別にみると，

前庭部７例，胃角部25例，胃体部43例となって

いる（表２）。

２．投与方法

ＬＡＳ１回１錠（１錠中cleboprideO5mg含

有）１日３回,毎食前30分に投与した。投与期間

は８週間としたが，それ以前に治癒した場合は
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1．対象および背景因子(表１）

対象は旭川医科大学第三内科および関連病院

罰

はじめに

Clebopridemalate(研究略号ＬＡＳ）は,1976

年スペインのアルミラル社において開発された

強力な抗ドパミン作用を有するorthoprimide

系化合物')で，図１にその構造式を示す。これ

は胃粘膜血流増加作用，胃。十二指腸運動の冗

進作用があり，また高用量では胃液分泌抑制作

用もあるといわれており，さらに各種の実験漬

傷に対する抗潰傷作用も確認されている。

今回われわれは，ＬＡＳを用い胃潰傷に対す

る治療効果を検討したので，その結果につき報

告する。
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対象および治験方法
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化学名：Ｎ－(I'_benzyI-4'一plperldyl).2.methoxv-4-amlno5-chl（
robenzamldemalate

図１ＬＡＳの構造式
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